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外傷性脳損傷は、①直達外力によって生じる局所脳損傷 ( 前
頭葉眼窩面・側頭極を含む側頭底面に生じやすい )、②回転に
よる剪断力により生じるびまん性軸索損傷 (Diffuse axonal 
injury: DAI) に大きく分類される。局所脳損傷、特に前頭葉眼
窩面から腹内側面の障害では、脱抑制や衝動性が生じやすいと
され、われわれの研究においても情動認知の障害が生じること
がわかっている。一方で、びまん性軸索損傷については、後遺
症の症候学的特徴や神経基盤についての研究はわずかである。
特に社会生活の困難さの原因となる社会行動障害、社会認知の
障害については、脳損傷全般において十分な研究はなされてい
ない。
　われわれの予備的検討では、びまん性軸索損傷群におい

て、脳梁などの白質だけでなく、前部帯状回、視床、被殻など
の中心構造に加え、両側の島皮質・扁桃体にも体積低下が生じ

ていることが明らかになった。また、こういった体積低下部位
と神経心理・精神医学的所見との関連性についても検討し、抑
うつ傾向と前部帯状回、アパシー傾向と前部帯状回、島皮質と
の関連を見いだした。また、白質に関する予備的検討では、脳
梁の体積減少と処理速度の低下との間に強い関連を見いだし
た。
　びまん性軸索損傷群に認められる脳萎縮の原因として

は、近年アミロイドおよび Tau 蛋白の沈着が注目されている。
特に、繰り返しの頭部打撲後に生じる脳萎縮について、スポー
ツ外傷（アメリカンフットボール、ボクシングなど）が問題と
なっており、研究報告も増えつつある。繰り返しの無い頭部外
傷については研究は少なく、特にびまん性軸索損傷の in vivo
研究は、この領域の知見を増やすことに大きく寄与すると予想
される。
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